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個別指導に弁護士が帯同できます

　
十
月
よ
り
国
会
が
開
会

し
、
多
数
の
議
員
よ
り
「
資

格
確
認
シ
ス
テ
ム
」
や
「
保

険
証
廃
止
」
に
関
す
る
質
疑
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協
会
が
九
月
二
十
日
か
ら

動
画
配
信
し
て
い
る
「
こ
ど

も
医
療
費
等
の
現
物
給
付
化

説
明
会
」
に
は
医
科
、
歯
科

合
せ
て
一
〇
八
〇
人
が
参

加
、
総
再
生
回
数
は
一
四
八

〇
回
を
超
え
、
制
度
改
正
を

理
解
す
る
資
料
と
し
て
活
用

さ
れ
て
い
る
。

　
動
画
は
、
こ
ど
も
医
療
費

　
十
月
十
七
日
付
け
で
、
対

象
と
な
る
歯
科
医
療
機
関
二

八
一
件
に
、
厚
生
局
指
導
監

査
課
か
ら
集
団
的
個
別
指
導

の
選
定
通
知
が
送
付
さ
れ

た
。

　
今
年
度
の
開
催
方
法
は
、

医
科
と
同
様
、
会
場
は
さ
い

た
ま
市
の
一
会
場
。
選
定
通

知
で
は
出
席
の
日
時
が
指
定

さ
れ
て
い
る
が
、
四
日
程
の

う
ち
、
い
ず
れ
か
の
都
合
の

良
い
日
程
で
出
席
す
れ
ば
よ

い
と
も
し
て
い
る
（
日
程
は

表
参
照
）。
ま
た
、
平
均
点

数
は
一
四
四
六
点
以
上
の
医

療
機
関
が
選
定
さ
れ
て
い

る
。

　
な
お
、
自
院
の
平
均
点
数

は
、
管
理
者
が
厚
生
局
に
電

話
で
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
で

確
認
が
で
き
る
（
二
面
参

照
）。

こども医療費等現物給付化説明会

総再生回数 1480 回
12月まで配信延長

歯
科 

集
団
的
個
別
指
導

　
十
月
中
旬
に
政
府
が
唐
突
に
発
表
し
た「
二
四
年
秋
に
保
険
証
の
廃
止
」

方
針
に
よ
り
、
医
療
界
の
み
な
ら
ず
日
本
中
が
驚
き
困
惑
し
て
い
る
。

　
資
格
確
認
シ
ス
テ
ム
の
義
務
化
に
関
し
八
月
に
開
催
さ
れ
た
厚
労
省
と

三
師
会
に
よ
る
合
同
説
明
会
で
義
務
化
の
除
外
対
象
と
さ
れ
て
い
た
「
紙

請
求
の
医
療
機
関
」も
事
実
上
、義
務
化
の
対
象
に
含
ま
れ
る
事
態
と
な
っ

た
。
保
険
証
廃
止
方
針
に
よ
っ
て
こ
れ
ま
で
の
医
療
界
に
対
す
る
説
明
が

一
転
し
て
反
故
に
さ
れ
た
。

　
朝
礼
暮
改
の
方
針
を
示
す
政
府
に
対
し
批
判
や
反
論
の
声
が
開
業
医
の

中
に
は
着
実
に
拡
が
っ
て
い
る
。

　
協
会
は
義
務
化
の
撤
回
に
向
け
て
国
会
議
員
、
県
議
会
、
医
師
会
・
歯

科
医
師
会
等
へ
要
請
を
行
っ
て
い
る
他
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
や
会
員

ア
ン
ケ
ー
ト
で
九
割
が
義
務
化
に
反
対
し
て
い
る
こ
と
を
メ
デ
ィ
ア
等
に

発
表
す
る
な
ど
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。（
要
請
活
動
、
メ
デ
ィ
ア
発
表

の
関
連
五
面
）

　
十
月
十
五
日
に
協
会
は
五

〇
周
年
事
業
の
一
環
で
「
マ

イ
ナ
保
険
証
と
オ
ン
ラ
イ
ン

資
格
確
認
シ
ス
テ
ム
義
務
化

の
対
応
」
と
題
し
た
オ
ン
ラ

イ
ン
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

し
た
。
会
員
を
は
じ
め
、
埼

玉
以
外
の
一
〇
県
の
保
険
医

協
会
か
ら
三
〇
〇
人
が
視
聴

し
討
論
に
参
加
し
た
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
前
半
は
、

竹
田
智
雄
氏
（
保
団
連
副
会

長
）、
松
山
洋
氏
（
保
団
連

事
務
局
主
幹
）、
渡
部
義
弘

副
理
事
長
が
登
壇
し
、
資
格

確
認
等
シ
ス
テ
ム
の
概
要
を

と
や
、
保
険
証
廃
止
は
医
療

界
も
国
民
も
望
ん
で
い
な
い

こ
と
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
普
及
の
た
め
に
国
民
皆

保
険
制
度
が
利
用
さ
れ
て
い

る
状
況
を
討
論
し
た
（
五
面

に
続
く
）。

さ
い
た
ま
市
１
会
場
の
み

11
月
・
12
月
に
２
８
１
件
対
象

等
の
受
給
者
証
を
確
認
す
る

ポ
イ
ン
ト
や
、
レ
セ
プ
ト
請

求
の
方
法
な
ど
を
わ
か
り
や

す
く
説
明
し
て
お
り
、
引
き

続
き
活
用
い
た
だ
け
る
よ

う
、
配
信
期
間
を
十
二
月
ま

で
延
長
す
る
。

　
す
で
に
説
明
会
に
申
込
み

済
み
会
員
に
は
十
月
二
十
日

に
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｇ
Ａ
か
ら
配
信
期

間
延
長
に
伴
っ
て
案
内
を
再

送
。
動
画
は
い
つ
で
も
視
聴

可
能
で
あ
る
。
新
た
に
説
明

会
の
視
聴
を
希
望
す
る
会
員

は
、
協
会
Ｈ
Ｐ
か
ら
申
込
み

さ
れ
た
い
。
随
時
受
け
付
け

て
い
る
。

こども医療費現物給付化説明会の一コマ

マ
イ
ナ
保
険
証
と
資
格
確
認
シ
ス
テ
ム
義
務
化

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
３
０
０
人

シ
ス
テ
ム
は
医
療
の
本
質
と
無
関
係

義
務
化
撤
回
を
再
確
認

詳
説
し
た
他
、
会
員
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
を
発
表
し
開
業

医
の
状
況
を
紹
介
し
つ
つ
保

険
証
の
廃
止
に
よ
る
影
響
な

ど
も
討
論
し
た
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
後
半
で
は

山
崎
理
事
長
も
加
わ
っ
た
四

人
に
よ
り
、
参
加
者
か
ら
寄

せ
ら
れ
て
い
る
多
数
の
質
問

に
応
え
つ
つ
、
資
格
確
認
等

シ
ス
テ
ム
は
医
療
の
本
質
と

は
無
関
係
な
も
の
で
あ
る
こ

図　義務化の対象外医療機関の「簡素な仕組み」イメージ
22年10月28日　厚労省

　
十
月
十
三
日
に
河
野
デ
ジ

タ
ル
相
が
、
突
然
「
二
四
年

秋
に
保
険
証
を
廃
止
」
と
会

見
し
、
翌
日
に
は
加
藤
厚
労

相
も
保
険
証
の
廃
止
を
追
認

し
た
他
、「
全
医
療
機
関
が

マ
イ
ナ
保
険
証
に
対
応
」「
紙

レ
セ
プ
ト
で
請
求
し
て
い
る

医
療
機
関
に
は
『
簡
易
な
仕

組
み
』で
の
対
応
を
求
め
る
」

と
会
見
で
述
べ
た
。

　
首
相
や
政
府
の
説
明
で
は

マ
イ
ナ
保
険
証
を
所
持
し
な

い
国
民
へ
の
対
応
で
は
、「
資

格
証
明
書
を
発
行
」
と
し
た

り「
別
の
制
度
を
用
意
す
る
」

政
府
内
で
未
検

証
の
廃
止
方
針

簡
素
な
仕
組
の

イ
メ
ー
ジ
発
表

と
し
た
り
、「
様
々
な
事
例

が
あ
り
関
係
省
庁
に
よ
る
検

討
会
を
設
置
す
る
」
と
説
明

内
容
が
変
遷
し
て
い
る
。

　「
二
四
年
秋
に
保
険
証
廃

止
」
の
期
限
の
根
拠
は
示
さ

れ
て
い
な
い
。

　
国
民
皆
保
険
制
度
の
根
幹

に
着
手
す
る
政
策
で
あ
る

が
、
十
月
の
政
府
発
表
や
そ

の
後
の
経
過
は
、
省
庁
間

に
よ
る
検
証
が
な
い
ま
ま
デ

ジ
タ
ル
施
策
の
推
進
あ
り
き

で
、
医
療
関
係
者
や
国
民
に

対
し
て
無
責
任
に
「
保
険
証

廃
止
」
方
針
を
発
表
し
た
も

の
だ
。

　
厚
労
省
は
「
高
齢
」「
小

規
模
」「
閉
院
間
近
」「
通
信

環
境
」
な
ど
義
務
化
に
対
応

義
務
化
撤
回
の

署
名
に
協
力
を

が
困
難
な
医
療
機
関
に
は
適

用
除
外
と
す
る
方
向
性
を
示

唆
し
て
き
た
が
、
政
府
全
体

の
方
針
と
し
て
い
ず
れ
も
打

ち
消
さ
れ
た
恰
好
だ
。

義
務
化
の
説
明
一
転

「
紙
請
求
除
外
」は
反
故

保険証廃止を発表政府 強行

竹
田
智
雄
保
団
連
副
会
長

松
山
洋
保
団
連
事
務
局
主
幹

山
崎
利
彦
協
会
理
事
長

渡
部
義
弘
協
会
副
理
事
長

が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
義
務
化
撤
回
を
求
め
る
署

名
が
大
き
な
力
に
な
っ
て
い

る
。
未
協
力
の
方
は
ぜ
ひ
協

力
を
い
た
だ
き
た
い
（
五
面

に
続
く
）。

　
現
在
、
厚
労
省
が
義
務
化

か
ら
除
外
す
る
と
し
て
い
る

「
紙
レ
セ
プ
ト
請
求
」
の
医

療
機
関
も
事
実
上
の
義
務
化

に
含
め
ら
れ
た
こ
と
を
受
け

て
、
十
月
二
十
八
日
の
審
議

会
で
は
、「
簡
素
な
仕
組
み

イ
メ
ー
ジ
」
を
発
表
。
従
前

か
ら
の
説
明
を
取
り
繕
っ
て

い
る
。
具
体
的
な
方
法
は
こ

れ
か
ら
検
討
す
る
と
し
て
い

る
。

見通しなし

▶専用の読み取りアプリを開発し配布
▶パソコン・モバイルの端末で認証を可能に
▶顔認証付きカードリーダーとは異なる

簡素な仕組
みについて


